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○ 提案の要旨 

 現状、コロナ禍や自動車の利便性によって自転車の利用者数が減少している。本提案では、LRT

を中心とした交通手段の変化に乗じて、LRT と自転車での並走イベントや屋根付き自転車道の設

置、レンタサイクル用アプリケーションの導入をすることによって、宇都宮市を「自転車のまち」

としてにぎわせていくことを目指す。 

 
 

１．提案の背景・目的 

 宇都宮市が「自転車のまち」として自転車事業に力を入れ始めて 18年経過した。実際に、自転

車専用通行帯の整備や自転車マップの作成など、市としての施策は進んでいる。その一方で市民

の間での自転車の利用はあまり盛り上がっていない。市内での移動は車の方が便利であるからだ。 

 しかし、LRTの整備によって移動手段が刷新される可能性が出てきた。自動車に代わる LRTの、

その先に移動する手段として、我々は自転車の需要に目を付けた。本提案では、レンタサイクル

と LRT との連携を足掛かりとして、自転車利用の促進を図ることを目的とする。 

 

２．提案の目標・課題「私たちから始めよう にぎわいアクション」との関連 

 にぎわいは交流から始まるものであり、市民一人ひとりが関わってできるものである。まちづ

くりも同様である。しかし、宇都宮市のように規模の大きい自治体では、一人が活動したことに

よる影響力が小さく、行動に移すことへの難しさがある。そこで、自転車を活用する。「自転車の

まち」の風景は、多くの人が自転車で移動を行っている様子であると我々は定義した。その実現

のために私たち市民が取り組むべきことは、自転車に乗る機会を増やすという手軽にできるもの

である。自転車で始めるまちづくりは参加のハードルが低く、規模の大きい宇都宮市に適してい

ると言える。本提案では、下記で示すイベントや屋根付き自転車道の利用を通して、市民の自転

車利用を促進すると共に、市民が交流できる空間を提供し自転車を使ったにぎわい作りを目指し

ていく。 

 また LRT の整備を始めとするネットワーク型コンパクトシティを基盤とした「スーパースマー

トシティ」の実現が、現在宇都宮市で進行している。LRTとのすみ分けによりバス路線の変更が行

われるなど、今後交通手段の変化の中心は LRTとなる。そこで出番となるのが自転車である。LRT

駅から目的地までを繋ぐ役割のほか、LRTの整備による車線減少による渋滞の緩和にも役立つ。そ

のため、自転車という古い交通手段と、新しい交通手段である LRT との連携が求められる。本提

案では、既に整備されているレンタサイクル事業にも焦点を当て、連携の仕方も考えていく。 

 

３．現状分析 

3.1 宇都宮市の自転車をとりまく状況 



 

⑴ 宇都宮市の自転車利用 

 第 2次宇都宮市自転車のまち推進計画 1）によると、自転車の利用者数は自動車の普及に伴い、

年々減少傾向にある。下図 1 から、平日・休日共に減少傾向にあり、昭和 62 年から平成 27 年に

かけて、約 10ポイント近い減少が見られる。こうした変化の背景として、移動の利便性や雨天時

の際の利用難が挙げられる。特に宇都宮市は夏場に天候が大きく変わることがよくあり、天候に

関わらず移動手段として効果を発揮する自動車がシェアを増やしたのだと考えられる。そのため、

雨天時でも自転車を利用できる環境整備が必要になると分析した。 

 
図 1 宇都宮市の交通手段分担率の推移 1） 

⑵ 駐輪場及びレンタサイクルの利用 

 図 2 から読み取れることとして、駐輪場利用者数とレンタサイクル利用者数の減少が挙げられ

る。初めに、駐輪場利用者数は平成 28 年度から平成 30 年度までの間は利用者数の増加が見られ

たが、令和元年度以降から減少が始まっている。とりわけ、令和 2年度は前年度と比較して約 70

万人もの利用者減が見られた。またレンタサイクル利用者数においても、同様の変化の仕方が見

られ、令和 2年度は前年度と比較して約 8000人の利用者減が確認された。 

 こうした利用者減の背景として挙げられるのは、コロナ禍による外出の自粛である。そのため、

コロナ禍の終息に伴い利用者は再び増加の傾向を見せると予想される。しかし、図 1 で確認でき

た現在の自転車利用者数の減少を踏まえると、自転車利用促進に向けた施策が必要になると考え

る。 

 
図 2 市営自転車駐輪場別利用者数及びレンタサイクル利用者数の推移 2） 

⑶ 宇都宮市での施策 

 第 2次宇都宮市自転車のまち推進計画 3）によると、宇都宮市は「基盤づくり」「意識向上」「機

会づくり」の三区分に分けて自転車利用促進に向けた施策に取り組んでいる。下表 1、2はどちら

も宇都宮市の施策を表したものである。自転車専用通行帯に関しては、整備された長さが全国 1

位となっているなど宇都宮市の力の入れ具合が伺える。また、ジャパンカップサイクルロードレ

ースを始めとする各種イベントも開催されている。本提案ではこうした既存イベントに加え、LRT



 

と自転車を関連付けるイベントを開催することで新たな利用者確保を目指す。 

表 1 施策一覧 3） 

 
表 2 施策一覧 3） 

 

 

（4）LRT との連携 

  宇都宮市自転車のまち推進協議会 4）によると、LRT を始めとした各種交通機関と自転車の連

携を図る施策として、交通結節点における駐輪場の整備やシェアサイクルの導入を示していた。 

 

４，施策事業の提案 

4.1 提案内容 



 

 これまでの分析結果を踏まえて、本提案では以下の 3つの事業を提案する。 

（1）「LRT といっしょにはしろう」イベント 

  イベント概要は、自転車と LRTとで並走し競争を行うというものである。また並走の他、LRT

に関する情報の広報活動も行う。イベントには、宇都宮市民は勿論、宇都宮ブレックスの選手の

方や宇都宮ブリッツェンの方にお越し頂く。本イベントを実施するメリットは 2つある。 

 1つ目は、イベントによって自転車と LRTとの連携をアピールできることである。並走を通し、

LRT と自転車の心理的距離を近くするほか、両者を利用することによって得られるサービスをＰ

Ｒする絶好の機会となると考えられる。 

 2つ目は、多世代交流の場となることである。様々な団体を巻き込んだイベントとすることで、

興味を抱く対象層を広くとることができ、結果大きな交流の場が形成されると考えられる。 

（2）屋根付き自転車道の設置 

 分析結果より、雨天時でも走行可能な自転車道の設置を提案する。図 3 はロシアで進められて

いる実例 5）である。屋根付き自転車道の設置により、雨天時での自転車利用者数を増やすことを

目標とする。設置区間としては、宇都宮大学陽東キャンパスから LRT陽東駅までなど、施設と LRT

駅間を考えている。これにより、通常時は自転車、雨天時は駅まで自転車に乗り、その後 LRT を

利用できるようになり、天候を考えてバスと自転車のどちらを利用するか選ぶという煩わしさを

解消することが可能だ。最終的には市内全体に設置することを目標とする。 

 
図 3 屋根付き自転車道のイメージ 5） 

（3）レンタサイクル用アプリケーションの開発 

 レンタサイクルの利用促進に向けた事業として、アプリケーションの導入を提案する。機能と

しては、①Suica の支払い可能②ログインボーナスやレンタサイクルの利用に応じて、市内店舗で

利用できるクーポンの発行③クーポンの使える店や市で作成している自転車マップと対応した地

図④駐輪場の位置、借りられる自転車台数の確認を想定している。 

 アプリケーションの導入によって、これまで以上にレンタサイクルの利便性が向上するほか、

クーポンの発行によって、レンタサイクルを利用する理由が生まれるため、利用者数の増加が期

待できる。宇都宮市として、レンタサイクルの利用時に交通系 ICカードも支払いに使えるように

するという動きも出てきているため、6）①の機能は相性が良いと考えられる。また、クーポンに

よって、市内飲食店の利用者数が増加することにより市内経済の活性化が起こり、レンタサイク

ルの利用による副次的効果を生み出すことも可能である。 

4.2 市民、事業者、宇都宮市の役割 

 宇都宮市の役割として、屋根付き自転車道設置が挙げられる。一方、事業者の役割としては宇

都宮市と共同での、アプリケーションの開発が挙げられる。その他、市民は自転車に乗る機会を

増やすことが挙げられる。 

 また市民、事業者、宇都宮市の協働として、提案内容で提示したイベントの開催が挙げられる。

本イベントに様々な人や団体が関わることで、宇都宮市全体で自転車と LRT を盛り上げていくと



 

いう意識形成を目指す。 

4.3 施策事業遂行上の問題点 

 問題点は主に 2 つ挙げられる。1 つ目は屋根付き自転車道を宇都宮市全体に配備することの難

しさである。道幅の狭い場所や電柱との兼ね合いなど、設置が難しい箇所が必ず出てくる。大通

りだけの建設に留めるか、裏路地にまで張り巡らせ完全な快適空間を目指すかは判断が難しいと

ころである。 

 2つ目は、イベントの集客場所である。並走イベントとなる以上、参加者のいる場所が沿道に分

散してしまい、メイン会場に人が集まりづらくなるのではないかと予想される。メイン会場での

トークショーや屋台、パブリックビューイングの設置など人が集まる工夫をすることで、一目見

てイベントが盛り上がっていることが分かるようにしなければならない 
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